
MISSION 

社会や経済の情勢力t複雑化・多様化している今、

行政に「理工系」の視点を取り入れることが急務となっています。

それは、確かなデ ー タに基づいて、国家の将来像を描くこと。

この基礎となるのが
“
統計

”
です。

公的統計は、「社会の情報基盤」とレて、

国家・国民の妥当な意思決定を助け、

社会や経済を発展させる役割を担っています。

合理的に政策の立案・評価を行い、

刻率的に行政運営を推し進めていく一一

そこには理工系の力が不可欠です。

この国の行方を支える基盤づくりにチャレンジしてみませんか。

あなたにしか描けない未来がきっとあるはずです。

｜総務省統計局長から Statistics Japan 

新たな時代の統計ヘ
～理工系や女性が活躍する職場から～

今、このパンフレットをご覧になっている方は、多少なりとち

就職を考え、思い悩み、そして、数ある選択肢の中から国家公務員

という職業に興昧を持たれた方であろうと思います。いわゆる文

系の職業という印象がある国家公務員の中にあって、総務省で

は、私を含め、理工系の専門性を持つだ職員が総合職として働い

ています。理工系の筋道立てだ思考力や世界で競う創造力は、

データ革命やAlの進化など新だな時代への変革期にある現代に

あって、特に必要とされる能力です。

理工系の総合職職員が活躍する分野は、統計行政を中山に、行

政管理、行政評価、地方行政、選挙、情報通信など多岐にわだりま

す。私自身も、統計の仕事のほか、情報通信部局でケ ー ブルテレビ

の許認可を行い、内閣官房で総理補佳官制度を立案し、経済産業

省に出向して産業デザイン振興政策を推進するなど、いろいろな

仕事を経験してきました。

このうち統計行政では、現在、新疋な時代に向けだ統計制度の

大改革を進めています。まだ、ビッグデータを活用レ疋新指標の

開発、統計オ ー プンデータの高度化、データサイ工ンテイストの

育成、統計ICTの国際展開など、時代の最先蹴を行く数多くの取組

総務省統計局長千野雅人

を進めています。

一方、統計の重要性は、今後ち変わることはありません。園勢調

査の結果が公表されると、これを基に、人口の均衡が図られるよ

うに選挙区の区割りが改定されます。つまり、統計は、行政施策の

基礎であるだけでなく、民主主義の基礎でもあるのです。いつの

時代にあっても、統計は、国家の基礎であり、国家そのものとも言

えるものなのです。

また、総務省では、テレワ ークやフリ ー アドレス、フレックスタ

イム制など、働きやすい職湯環境の整備を各府省に率先して進め

ており、多くの女性職員が活躍しています。

皆様方のお役に立つよう、職員からメッセ ー ジをお届けしま

す。何か興味を引く内寄があれば、業務説明会に参加するなど、さ

らに行動を起こして知識を深めてみてください。

熱意ある皆様ととちに総務省で働ける日を、／�＼待ちにしています。

（今般、公的統計の信頼を損なうような事案が明らかになりま

した。また、当省の所管する統計においても問題があったことが

判明しまし疋。これらlこついて、重く受け止め、今後、統計の昂質

向上に取り組んでまいります。〉
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